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目

次

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
二
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
公
園
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
六
月
十
七
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
公

園　�

第
五
・
五
・
十

号
練
馬
城
址
公

園

追
加
す
る
部
分

　
練
馬
区
向
山
三
丁
目
地
内

削
除
す
る
部
分

　
練
馬
区
春
日
町
一
丁
目
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
二
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
公
園
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
六
月
十
七
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
公

告
　
　
　
示

○
都
市
計
画
の
変
更
（
五
件
）
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
都

　
市
づ
く
り
政
策
部
緑
地
景
観
課
・
都
市
基
盤
部
交
通
企
画
課
）…	

一

○
宅
地
建
物
取
引
業
法
に
よ
る
行
政
処
分
…
…
…
…
…
…
…

　
…
…
…
…
…
…（
住
宅
政
策
本
部
民
間
住
宅
部
不
動
産
業
課
）…	
二

○
東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
書
等

　
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…（
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課
）…	

二

○
東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
に
よ
る
調
査
計
画
書
…
…（
同
）…	

一
一

○
土
壌
汚
染
対
策
法
の
規
定
に
基
づ
く
汚
染
さ
れ
て
い
る
区

　
域
の
指
定
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
…
…
…
…
…
…
…（
環
境
局
環
境
改
善
部
化
学
物
質
対
策
課
）…	

一
二

○
土
壌
汚
染
対
策
法
の
規
定
に
基
づ
く
汚
染
さ
れ
て
い
る
区

　
域
の
指
定
解
除
及
び
指
定
の
一
部
解
除
…
…
…
…
…
…（
同
）…	

一
四

○
都
道
の
区
域
変
更
…
…
…
…（
建
設
局
道
路
管
理
部
路
政
課
）…	

一
五

○
都
立
公
園
の
有
料
施
設
の
使
用
料
の
徴
収
及
び
支
出
委
託

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
建
設
局
公
園
緑
地
部
公
園
課
）…	

一
七

公
　
　
　
告

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
完
了
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
…（
都
市
整
備
局
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
開
発
指
導
第
二
課
）…	

一
七

告
　
　
　
示

▷

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

園　�

第
五
・
六
・
二

十
号
祖
師
谷
公

園

追
加
す
る
部
分

　�

世
田
谷
区
上
祖
師
谷
二
丁
目
及
び
上
祖

師
谷
四
丁
目
各
地
内

削
除
す
る
部
分

　�

世
田
谷
区
上
祖
師
谷
三
丁
目
及
び
上
祖

師
谷
四
丁
目
各
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
二
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
公
園
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
六
月
十
七
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
公

園　�

第
七
・
五
・
十

五
号
石
神
井
公

園

追
加
す
る
部
分

　
練
馬
区
石
神
井
町
五
丁
目
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
二
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
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四
　
適
用
条
項
　
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
六
十
六
条
第
一
項
第
三
号

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
三
十
一
号

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都
条
例
第
九

十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
都
市
高
速
鉄
道
第
七
号
線
品
川
～
白
金
高
輪
間
建
設
事

業
に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
書
及
び
そ
の
概
要
の
提
出
が
あ
っ
た

の
で
、
条
例
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

令
和
六
年
六
月
十
七
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一
　
事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地㈠
　
事
業
者

東
京
地
下
鉄
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
山
村
　
明
義

台
東
区
東
上
野
三
丁
目
十
九
番
六
号

㈡
　
環
境
影
響
評
価
の
実
施
者
（
都
市
計
画
を
定
め
る
者
）

東
京
都

東
京
都
知
事
　
小
池
　
百
合
子

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

二
　
対
象
事
業
の
名
称
及
び
種
類

都
市
高
速
鉄
道
第
七
号
線
品
川
～
白
金
高
輪
間
建
設
事
業

鉄
道
の
建
設

三
　
対
象
事
業
の
内
容
の
概
略

対
象
事
業
は
、
品
川
駅
付
近
の
港
区
高
輪
四
丁
目
か
ら
、
都
市

高
速
鉄
道
第
七
号
線
（
東
京
メ
ト
ロ
南
北
線
）
と
し
て
、
現
在
供

用
さ
れ
て
い
る
白
金
高
輪
駅
付
近
の
港
区
白
金
二
丁
目
ま
で
の
延

　
本
線

　�

江
東
区
豊
洲
二
丁
目
、
豊
洲
三
丁
目
、

豊
洲
四
丁
目
及
び
豊
洲
五
丁
目
各
地
内

削
除
す
る
部
分

　
江
東
区
豊
洲
五
丁
目
地
内

　�

第
八
号
線

　
分
岐
線

追
加
す
る
部
分

　�

江
東
区
豊
洲
四
丁
目
、
豊
洲
五
丁
目
、

枝
川
一
丁
目
、
枝
川
二
丁
目
、
枝
川
三

丁
目
、
塩
浜
二
丁
目
、
東
陽
二
丁
目
、

東
陽
三
丁
目
、
東
陽
四
丁
目
、
東
陽
五

丁
目
、
東
陽
六
丁
目
、
千
石
二
丁
目
、

千
田
、
扇
橋
二
丁
目
、
猿
江
二
丁
目
及

び
住
吉
二
丁
目
各
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
三
十
号

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第

六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
行
政
処
分
に
つ
い
て
、
同
法
第
七

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
六
月
十
七
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一
　
被
処
分
者

㈠

商
号

リ
ー
ビ
ル
株
式
会
社

㈡

代
表
者
氏
名

代
表
取
締
役
　
櫻
井
　
哲
人

㈢

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

新
宿
区
新
宿
六
丁
目
二
十
九
番
八
号

㈣

免
許
証
番
号

東
京
都
知
事
⑵
第
九
八
六
一
四
号

㈤

免
許
年
月
日

令
和
二
年
十
二
月
十
一
日

二
　
処
分
年
月
日
　
令
和
六
年
六
月
七
日

三
　
処
分
内
容
　
免
許
の
取
消
し

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
都
市
高
速
鉄
道
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
六
月
十
七
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
都

市
高
速
鉄
道

　�

第
七
号
線

　
分
岐
線

追
加
す
る
部
分

　�

港
区
高
輪
三
丁
目
、
高
輪
四
丁
目
、
白

金
台
一
丁
目
、
白
金
台
二
丁
目
、
白
金

台
三
丁
目
、
白
金
台
四
丁
目
及
び
白
金

二
丁
目
各
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
二
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
都
市
高
速
鉄
道
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
六
月
十
七
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
都

市
高
速
鉄
道

　
第
八
号
線

追
加
す
る
部
分
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長
約
二
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
内
、
ト
ン
ネ
ル
建
設
区
間
約
二
・

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
区
間
に
都
市
高
速
鉄
道
を
建
設
す
る
も
の

で
あ
る
。

四
　
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論
の
概
要

事
業
者
は
、
騒
音
・
振
動
、
土
壌
汚
染
、
地
盤
、
水
循
環
、
史

跡
・
文
化
財
及
び
廃
棄
物
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
論
は

別
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

五
　
評
価
書
の
縦
覧

㈠
　
期
間

令
和
六
年
六
月
十
七
日
か
ら
同
年
七
月
一
日
ま
で
。
た
だ
し
、

日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。

㈡
　
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈢
　
場
所

ア
　
港
区
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
支
援
部
環
境
課

港
区
芝
公
園
一
丁
目
五
番
二
十
五
号

イ
　
品
川
区
都
市
環
境
部
環
境
課

品
川
区
広
町
二
丁
目
一
番
三
十
六
号

ウ
　
東
京
都
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号
　
東
京
都
庁
第
二
本
庁

舎
十
九
階

エ
　
東
京
都
多
摩
環
境
事
務
所
管
理
課

立
川
市
錦
町
四
丁
目
六
番
三
号
　
東
京
都
立
川
合
同
庁
舎

三
階

 

  
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

地
域
の
概
況
並
び
に
対
象
事
業
に
お
け
る
行
為
及
び
要
因
を
考
慮
し
、
選
定
し
た
予
測
・
評
価
項
目
に
つ

い
て
現
況
調
査
を
実
施
し
、
対
象
事
業
の
実
施
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
予
測
・
評
価
を
行
っ
た
。
 

環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論
は
、
表

1
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

 

表
1
(
1
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

予
測
・
評
価
項
目

 
評
価
の
結
論

 

騒
音
・
振
動

 

(
1
) 
工
事
の
施
行
中

 

ア
 
建
設
機
械
の
稼
働
に
伴
う
建
設
作
業
騒
音

 

建
設
機
械
の
稼
働
に
伴
う
建
設
作
業
騒
音
の
敷
地
境
界
上
の
予
測
地
点
に
お
け
る
予
測
結
果
は
、

建
設
機
械
を
敷
地
境
界
に
近
接
し
て
配
置
し
た
場
合
（
敷
地
境
界
か
ら

2
.
5
m
）
で
は

7
1

～
8
4
d
B
、
建
設
機
械
を
道
路
中
央
付
近
に
配
置
し
た
場
合
（
敷
地
境
界
か
ら

1
0
m
）
で
は

6
8
～

8
2
d
B
で
あ
り
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
騒
音
規
制
法
」
(
昭
和

43
年
法
律
第

9
8
号

)に
基
づ

く
規
制
基
準
又
は
「
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
」
(平
成

1
2
年
都
条
例

第
2
15
号

)（
以
下
、
「
環
境
確
保
条
例
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
勧
告
基
準
（

8
5d
B
又
は

80
d
B）

と
同
等
又
は
下
回
っ
て
お
り
、
評
価
の
指
標
を
満
足
す
る
。

 

 

イ
 
建
設
機
械
の
稼
働
に
伴
う
建
設
作
業
振
動

 

建
設
機
械
の
稼
働
に
伴
う
建
設
作
業
振
動
の
敷
地
境
界
上
の
予
測
地
点
に
お
け
る
予
測
結
果
は
、

建
設
機
械
を
敷
地
境
界
に
近
接
し
て
配
置
し
た
場
合
（
敷
地
境
界
か
ら

2
.
5
m
）
で
は

5
5

～
7
0
d
B
、
建
設
機
械
を
道
路
中
央
付
近
に
配
置
し
た
場
合
（
敷
地
境
界
か
ら

1
0
m
）
で
は

4
5
～

6
1
d
B
で
あ
り
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
振
動
規
制
法
」
(
昭
和

51
年
法
律
第

6
4
号

)に
基
づ

く
規
制
基
準
又
は
「
環
境
確
保
条
例
」
に
基
づ
く
勧
告
基
準
（

7
5
d
B
又
は

7
0d
B）
と
同
等
又
は
下

回
っ
て
お
り
、
評
価
の
指
標
を
満
足
す
る
。

 

 

(
2
) 
工
事
の
完
了
後
 

ア
 
列
車
の
走
行
に
伴
う
鉄
道
振
動

 

列
車
の
走
行
に
伴
う
鉄
道
振
動
の
敷
地
境
界
上
又
は
ト
ン
ネ
ル
直
上
の
予
測
地
点
に
お
け
る
予

測
結
果
は
、

3
2～

4
1d
B
で
あ
り
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
環
境
保
全
上
緊
急
を
要
す
る
新
幹
線
鉄

道
振
動
対
策
に
つ
い
て
（
勧
告
）
（
昭
和

5
1
年
３
月
環
大
特

32
号
）
」
の
勧
告
基
準
（

70
d
B）
を

下
回
っ
て
お
り
、
評
価
の
指
標
を
満
足
す
る
。

 

土
壌
汚
染

 

工
事
の
施
行
に
先
立
ち
、「
土
壌
汚
染
対
策
法
」
(
平
成

1
4
年
法
律
第

5
3
号

)
第
４
条
及
び
「
環

境
確
保
条
例
」

(
平
成

1
2
年
都
条
例
第

2
1
5
号

)
第

1
1
7
条
に
基
づ
く
手
続
及
び
調
査
を
行
う
。

そ
の
結
果
、
土
壌
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
「
東
京
都
土
壌
汚
染
対
策
指
針
」

(
平
成

3
1

年
東
京
都
告
示
第

3
9
4
号

)
等
に
基
づ
き
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
新
た
な
地
域
に
土
壌
汚
染
を
拡
散
さ
せ
な
い
こ
と
」

を
満
足
す
る
。

 

 

別
記
（
原
文
の
ま
ま
記
載
）
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表
1
(
2
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

予
測
・
評
価
項
目

 
評
価
の
結
論

 

地
盤

 

(
1
) 
工
事
の
施
行
中

 

ア
 
品
川
駅
※
 

地
下
水
の
流
れ
は
、
台
地
側
か
ら
品
川
駅
※
付
近
の
低
地
側
に
向
か
っ
て
流
動
し
て
い

る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
不
圧
地
下
水
の
流
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
品
川
駅
※
付
近
の
開
削

ト
ン
ネ
ル
と
は
交
差
す
る
が
、
帯
水
層
と
な
っ
て
い
る
東
京
層
群
礫
質
土
層
（

T
o
g
）
及
び

砂
質
土
層
（

T
o
s
2
）
は
、
泉
岳
寺
駅
付
近
か
ら
北
品
川
駅
付
近
の
南
北
方
向
に
広
く
分
布

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
品
川
駅
※
の
開
削
工
事
範
囲
を
回
り
込
ん
で
台
地
側
か
ら
海
側
へ

流
動
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。

 

ま
た
、
品
川
駅
※
の
東
側
の
地
下
水
位
は
、
近
傍
の
海
洋
の
潮
位
の
変
化
の
影
響
も
受

け
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
。

 

こ
の
た
め
、
工
事
に
よ
る
地
下
水
へ
の
影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

工
事
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
遮
水
性
の
高
い
土
留
め
杭
等
を
採
用
し
、
地
下
水
の
湧

出
を
抑
制
す
る
こ
と
や
、
地
下
水
位
低
下
工
法
を
用
い
な
い
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の
水
位

に
与
え
る
影
響
は
小
さ
く
、
地
盤
へ
の
影
響
も
小
さ
い
。
ま
た
、
地
盤
の
掘
削
状
況
に
応

じ
て
切
梁
、
腹
起
し
等
の
支
保
工
を
設
置
す
る
た
め
、
水
平
方
向
の
地
盤
変
形
を
抑
え
る
。
 

な
お
、
品
川
駅
※
と
同
様
に
遮
水
型
の
地
下
水
対
策
を
実
施
し
、
地
質
等
が
類
似
す
る

南
北
線
目
黒
駅
の
地
下
鉄
工
事
に
お
い
て
、
工
事
の
施
行
中
に
地
下
水
へ
の
影
響
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。

 

工
事
の
施
行
中
は
、
地
下
水
位
・
地
盤
変
位
等
の
計
測
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

工
事
の
影
響
を
常
に
把
握
し
な
が
ら
、
適
切
な
施
工
管
理
を
行
う
。

 

そ
の
た
め
、
品
川
駅
※
に
お
け
る
開
削
工
事
に
よ
る
地
盤
の
変
形
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し

な
い
と
予
測
す
る
。
ま
た
、
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
地
盤
沈
下
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
予
測
す
る
。

 

 

イ
 
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
区
間

 

シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
は
、
国
道
１
号
～
白
金
換
気
室
に
か
け
て
難
透
水
層
で
あ
る
上
総

層
群
粘
性
土
・
シ
ル
ト
層
（

K
a
c
）
を
通
過
す
る
こ
と
か
ら
、
帯
水
層
中
の
地
下
水
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

品
川
駅
※
～
国
道
１
号
に
か
け
て
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
が
位
置
す
る
帯
水
層
と
な
っ
て

い
る
東
京
層
群
礫
質
土
層
（

T
o
g
）
及
び
砂
質
土
層
（

T
o
s
2
）
は
、
事
業
区
間
の
周
辺
の
南

北
方
向
、
東
西
方
向
に
広
域
に
分
布
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

既
往
地
質
調
査
か
ら
も
、
泉
岳
寺
駅
付
近
か
ら
北
品
川
駅
付
近
の
南
北
方
向
、
品
川
駅
※

の
東
側
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

ま
た
、
帯
水
層
中
の
地
下
水
位
は
、
概
ね
地
形
に
沿
っ
て
西
側
の
台
地
側
が
高
く
、
東
側
の
品

川
駅
※
付
近
の
低
地
に
向
け
て
低
く
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の
流
れ
は
不
圧
地
下
水
の

流
れ
の
主
な
方
向
と
同
様
に
、
台
地
側
か
ら
品
川
駅
※
付
近
の
低
地
側
に
流
動
し
て
い
る
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。

 

さ
ら
に
、
品
川
駅
※
付
近
の
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
は
地
下
水
の
流
れ
の
主
な
方
向
と
同
様

に
、
台
地
側
か
ら
品
川
駅
※
付
近
の
低
地
側
に
向
か
っ
て
位
置
し
て
い
る
。

 

こ
の
た
め
、
工
事
に
よ
る
地
下
水
へ
の
影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

ま
た
、
シ
ー
ル
ド
工
法
は
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
に
よ
り
地
盤
掘
削
後
す
ぐ
に
掘
削
壁
面
に

セ
グ
メ
ン
ト
を
組
み
立
て
、
剛
性
及
び
遮
水
性
の
高
い
ト
ン
ネ
ル
構
造
物
を
順
次
構
築
し
て

い
く
工
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
盤
変
形
及
び
地
下
水
の
水
位
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
。
 

そ
の
た
め
、
シ
ー
ル
ド
工
事
に
よ
る
地
盤
の
変
形
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
予
測
す

る
。
ま
た
、
周
辺
の
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
地
盤
沈
下
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
予
測
す
る
。

 

注
）
※
駅
名
は
仮
称
で
あ
る
。

 

 

表
1
(
3
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

予
測
・
評
価
項
目

 
評
価
の
結
論

 

地
盤
 

ウ
 
白
金
換
気
室

 

開
削
ト
ン
ネ
ル
が
位
置
す
る
帯
水
層
の
東
京
層
群
礫
質
土
層
（

T
o
g
）
及
び
砂
質
土
層

（
T
o
s
1
）
は
、
事
業
区
間
の
周
辺
に
広
域
に
分
布
し
て
お
り
、
地
下
水
は
広
く
流
動
し
て

い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
新
た
に
設
置
す
る
構
造
物
は
、
既
設
構
造
物
に
隣
接
し
て

設
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
新
た
に
帯
水
層
を
改
変
す
る
範
囲
は
局
所
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

工
事
に
よ
る
地
下
水
へ
の
影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

工
事
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
遮
水
性
の
高
い
土
留
め
杭
等
及
び
掘
削
底
面
に
お
け
る

遮
水
の
た
め
の
地
盤
改
良
等
の
補
助
工
法
を
採
用
し
、
地
下
水
の
湧
出
を
抑
制
す
る
こ
と

や
、
地
下
水
位
低
下
工
法
を
用
い
な
い
こ
と
か
ら
、
地
下
水
位
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
く
、

地
盤
へ
の
影
響
も
小
さ
い
。
ま
た
、
地
盤
の
掘
削
状
況
に
応
じ
て
切
梁
、
腹
起
し
等
の
支

保
工
を
設
置
す
る
た
め
、
水
平
方
向
の
地
盤
変
形
を
抑
え
る
。

 

工
事
の
施
行
中
は
、
地
下
水
位
・
地
盤
変
位
等
の
計
測
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

工
事
の
影
響
を
常
に
把
握
し
な
が
ら
、
適
切
な
施
工
管
理
を
行
う
。

 

そ
の
た
め
、
白
金
換
気
室
に
お
け
る
開
削
工
事
に
よ
る
地
盤
の
変
形
は
ほ
と
ん
ど
発
生

し
な
い
と
予
測
す
る
。
ま
た
、
周
辺
の
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
与
え
る
影
響
は
小
さ

い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
地
盤
沈
下
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
予
測
す
る
。

 

 以
上
の
こ
と
か
ら
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
地
盤
沈
下
又
は
地
盤
の
変
形
に
よ
り
周
辺

の
建
築
物
等
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
」
を
満
足
す
る
。

 

 

(
2
) 
工
事
の
完
了
後

 

ア
 
品
川
駅
※
 

地
下
水
の
流
れ
は
、
台
地
側
か
ら
品
川
駅
※
付
近
の
低
地
側
に
向
か
っ
て
流
動
し
て
い

る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
不
圧
地
下
水
の
流
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
品
川
駅
※
付
近
の
開
削

ト
ン
ネ
ル
と
は
交
差
す
る
が
、
帯
水
層
と
な
っ
て
い
る
東
京
層
群
礫
質
土
層
（

T
o
g
）
及
び

砂
質
土
層
（

T
o
s
2
）
は
、
泉
岳
寺
駅
付
近
か
ら
北
品
川
駅
付
近
の
南
北
方
向
に
広
く
分
布

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
品
川
駅
※
の
開
削
工
事
範
囲
を
回
り
込
ん
で
台
地
側
か
ら
海
側
へ

流
動
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。

 

ま
た
、
品
川
駅
※
の
東
側
の
地
下
水
位
は
、
近
傍
の
海
洋
の
潮
位
の
変
化
の
影
響
も
受

け
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
。

 

こ
の
た
め
、
新
設
構
造
物
に
よ
る
地
下
水
へ
の
影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

さ
ら
に
、
開
削
ト
ン
ネ
ル
を
遮
水
性
の
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で
構
築
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ト
ン
ネ
ル
内
へ
の
地
下
水
の
湧
出
が
抑
制
さ
れ
る
た
め
、
地
下
水
の
水
位
に
与
え
る

影
響
は
小
さ
い
。

 

な
お
、
品
川
駅
※
と
同
様
に
遮
水
性
の
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で
構
築
し
、
地
質
等
が

類
似
す
る
南
北
線
目
黒
駅
の
地
下
鉄
工
事
に
お
い
て
、
工
事
の
完
了
後
に
地
下
水
へ
の
影

響
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

 

そ
の
た
め
、
品
川
駅
※
に
お
け
る
開
削
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
周
辺
の
地
下
水
の
水
位
及
び

流
況
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
地
盤
沈
下
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な

い
と
予
測
す
る
。

 

注
）
※
駅
名
は
仮
称
で
あ
る
。
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表
1
(
4
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

予
測
・
評
価
項
目

 
評
価
の
結
論

 

地
盤

 

イ
 
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
区
間

 

シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
は
、
国
道
１
号
～
白
金
換
気
室
に
か
け
て
難
透
水
層
で
あ
る
上
総

層
群
粘
性
土
・
シ
ル
ト
層
（

K
a
c
）
を
通
過
す
る
こ
と
か
ら
、
帯
水
層
中
の
地
下
水
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

品
川
駅
※
～
国
道
１
号
に
か
け
て
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
が
位
置
す
る
帯
水
層
と
な
っ
て

い
る
東
京
層
群
礫
質
土
層
（

T
o
g
）
及
び
砂
質
土
層
（

T
o
s
2
）
は
、
事
業
区
間
の
周
辺
の
南

北
方
向
、
東
西
方
向
に
広
域
に
分
布
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

既
往
地
質
調
査
か
ら
も
、
泉
岳
寺
駅
付
近
か
ら
北
品
川
駅
付
近
の
南
北
方
向
、
品
川
駅
※

の
東
側
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

ま
た
、
帯
水
層
中
の
地
下
水
位
は
、
概
ね
地
形
に
沿
っ
て
西
側
の
台
地
側
が
高
く
、
東

側
の
品
川
駅
※
付
近
の
低
地
に
向
け
て
低
く
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の
流
れ
は

不
圧
地
下
水
の
流
れ
の
主
な
方
向
と
同
様
に
、
台
地
側
か
ら
品
川
駅
※
付
近
の
低
地
側
に

流
動
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

 

さ
ら
に
、
品
川
駅
※
付
近
の
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
は
地
下
水
の
流
れ
の
主
な
方
向
と
同

様
に
、
台
地
側
か
ら
品
川
駅
※
付
近
の
低
地
側
に
向
か
っ
て
位
置
し
て
い
る
。

 

こ
の
た
め
、
工
事
に
よ
る
地
下
水
へ
の
影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

ま
た
、
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
は
遮
水
性
の
高
い
ト
ン
ネ
ル
構
造
物
で
あ
る
た
め
、
ト
ン

ネ
ル
内
へ
の
地
下
水
湧
出
が
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
下
水

の
水
位
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
。

 

そ
の
た
め
、
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
周
辺
の
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
与
え
る

影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
地
盤
沈
下
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
予
測
す
る
。
 

 

ウ
 
白
金
換
気
室

 

開
削
ト
ン
ネ
ル
が
位
置
す
る
帯
水
層
の
東
京
層
群
礫
質
土
層
（

T
o
g
）
及
び
砂
質
土
層

（
T
o
s
1
）
は
、
事
業
区
間
の
周
辺
に
広
域
に
分
布
し
て
お
り
、
地
下
水
は
広
く
流
動
し
て

い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
新
た
に
設
置
す
る
構
造
物
は
、
既
設
構
造
物
に
隣
接
し
て

設
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
新
た
に
帯
水
層
を
改
変
す
る
範
囲
は
局
所
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
設
構
造
物
に
よ
る
地
下
水
へ
の
影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

さ
ら
に
、
開
削
ト
ン
ネ
ル
を
遮
水
性
の
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で
構
築
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ト
ン
ネ
ル
内
へ
の
地
下
水
の
湧
出
が
抑
制
さ
れ
る
た
め
、
地
下
水
の
水
位
に
与
え
る

影
響
は
小
さ
い
。

 

そ
の
た
め
、
白
金
換
気
室
に
お
け
る
開
削
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
地
盤
の
変
形
は
ほ
と
ん
ど

発
生
し
な
い
と
予
測
す
る
。
ま
た
、
周
辺
の
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
与
え
る
影
響
は

小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
地
盤
沈
下
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
予
測
す
る
。

 

 以
上
の
こ
と
か
ら
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
地
盤
沈
下
に
よ
り
周
辺
の
建
築
物
等
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
」
を
満
足
す
る
も
の
と
考
え
る
。

 

注
）
※
駅
名
は
仮
称
で
あ
る
。

 

 

 

表
1
(
5
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

予
測
・
評
価
項
目

 
評
価
の
結
論

 

水
循
環

 

(
1
) 
工
事
の
施
行
中

 

ア
 
品
川
駅
※
 

地
下
水
の
流
れ
は
、
台
地
側
か
ら
品
川
駅
※
付
近
の
低
地
側
に
向
か
っ
て
流
動
し
て
い

る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
不
圧
地
下
水
の
流
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
品
川
駅
※
付
近
の
開
削

ト
ン
ネ
ル
と
は
交
差
す
る
が
、
帯
水
層
と
な
っ
て
い
る
東
京
層
群
礫
質
土
層
（

T
o
g
）
及
び

砂
質
土
層
（

T
o
s
2
）
は
、
泉
岳
寺
駅
付
近
か
ら
北
品
川
駅
付
近
の
南
北
方
向
に
広
く
分
布

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
品
川
駅
※
の
開
削
工
事
範
囲
を
回
り
込
ん
で
台
地
側
か
ら
海
側
へ

流
動
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。

 

ま
た
、
品
川
駅
※
の
東
側
の
地
下
水
位
は
、
近
傍
の
海
洋
の
潮
位
の
変
化
の
影
響
も
受

け
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
。

 

こ
の
た
め
、
工
事
に
よ
る
地
下
水
へ
の
影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

工
事
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
遮
水
性
の
高
い
土
留
め
杭
等
を
採
用
し
、
地
下
水
の
湧

出
を
抑
制
す
る
こ
と
や
、
地
下
水
位
低
下
工
法
を
用
い
な
い
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の
水
位

に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
。

 

な
お
、
品
川
駅
※
と
同
様
に
遮
水
型
の
地
下
水
対
策
を
実
施
し
、
地
質
等
が
類
似
す
る

南
北
線
目
黒
駅
の
地
下
鉄
工
事
に
お
い
て
、
工
事
の
施
行
中
に
地
下
水
へ
の
影
響
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。

 

工
事
の
施
行
中
は
、
地
下
水
位
・
地
盤
変
位
等
の
計
測
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

工
事
の
影
響
を
常
に
把
握
し
な
が
ら
、
適
切
な
施
工
管
理
を
行
う
。

 

そ
の
た
め
、
品
川
駅
※
に
お
け
る
開
削
工
事
に
よ
る
周
辺
の
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況

に
与
え
る
影
響
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
予
測
す
る
。

 

 

イ
 
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
区
間

 

シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
は
、
国
道
１
号
～
白
金
換
気
室
に
か
け
て
難
透
水
層
で
あ
る
上
総

層
群
粘
性
土
・
シ
ル
ト
層
（

K
a
c
）
を
通
過
す
る
こ
と
か
ら
、
帯
水
層
中
の
地
下
水
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

品
川
駅
※
～
国
道
１
号
に
か
け
て
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
が
位
置
す
る
帯
水
層
と
な
っ
て

い
る
東
京
層
群
礫
質
土
層
（

T
o
g
）
及
び
砂
質
土
層
（

T
o
s
2
）
は
、
事
業
区
間
の
周
辺
の
南

北
方
向
、
東
西
方
向
に
広
域
に
分
布
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

既
往
地
質
調
査
か
ら
も
、
泉
岳
寺
駅
付
近
か
ら
北
品
川
駅
付
近
の
南
北
方
向
、
品
川
駅
※

の
東
側
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

ま
た
、
帯
水
層
中
の
地
下
水
位
は
、
概
ね
地
形
に
沿
っ
て
西
側
の
台
地
側
が
高
く
、
東

側
の
品
川
駅
※
付
近
の
低
地
に
向
け
て
低
く
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の
流
れ
は

不
圧
地
下
水
の
流
れ
の
主
な
方
向
と
同
様
に
、
台
地
側
か
ら
品
川
駅
※
付
近
の
低
地
側
に

流
動
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

 

さ
ら
に
、
品
川
駅
※
付
近
の
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
は
地
下
水
の
流
れ
の
主
な
方
向
と
同

様
に
、
台
地
側
か
ら
品
川
駅
※
付
近
の
低
地
側
に
向
か
っ
て
位
置
し
て
い
る
。

 

こ
の
た
め
、
工
事
に
よ
る
地
下
水
へ
の
影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

ま
た
、
シ
ー
ル
ド
工
法
は
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
に
よ
り
地
盤
掘
削
後
す
ぐ
に
掘
削
壁
面

に
セ
グ
メ
ン
ト
を
組
み
立
て
、
剛
性
及
び
遮
水
性
の
高
い
ト
ン
ネ
ル
構
造
物
を
順
次
構
築

し
て
い
く
工
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の
水
位
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
。

 

そ
の
た
め
、
シ
ー
ル
ド
工
事
に
よ
る
周
辺
の
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
与
え
る
影
響

は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
予
測
す
る
。

 

注
）
※
駅
名
は
仮
称
で
あ
る
。
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表
1
(
6
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

予
測
・
評
価
項
目

 
評
価
の
結
論

 

水
循
環

 

ウ
 
白
金
換
気
室

 

開
削
ト
ン
ネ
ル
が
位
置
す
る
帯
水
層
の
東
京
層
群
礫
質
土
層
（

T
o
g
）
及
び
砂
質
土
層

（
T
o
s
1
）
は
、
事
業
区
間
の
周
辺
に
広
域
に
分
布
し
て
お
り
、
地
下
水
は
広
く
流
動
し
て

い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
新
た
に
設
置
す
る
構
造
物
は
、
既
設
構
造
物
に
隣
接
し
て

設
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
新
た
に
帯
水
層
を
改
変
す
る
範
囲
は
局
所
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

工
事
に
よ
る
地
下
水
へ
の
影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

工
事
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
遮
水
性
の
高
い
土
留
め
杭
等
及
び
掘
削
底
面
に
お
け
る

遮
水
の
た
め
の
地
盤
改
良
等
の
補
助
工
法
を
採
用
し
、
地
下
水
の
湧
出
を
抑
制
す
る
こ
と

や
、
地
下
水
位
低
下
工
法
を
用
い
な
い
こ
と
か
ら
、
地
下
水
位
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
。
 

工
事
の
施
行
中
は
、
地
下
水
位
・
地
盤
変
位
等
の
計
測
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

工
事
の
影
響
を
常
に
把
握
し
な
が
ら
、
適
切
な
施
工
管
理
を
行
う
。

 

そ
の
た
め
、
白
金
換
気
室
に
お
け
る
開
削
工
事
に
よ
る
周
辺
の
地
下
水
の
水
位
及
び
流

況
に
与
え
る
影
響
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
予
測
す
る
。

 

 以
上
の
こ
と
か
ら
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
著
し
い
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
」
を
満
足
す
る
も
の
と
考
え
る
。

 

 

(
2
) 
工
事
の
完
了
後

 

ア
 
品
川
駅
※
 

地
下
水
の
流
れ
は
、
台
地
側
か
ら
品
川
駅
※
付
近
の
低
地
側
に
向
か
っ
て
流
動
し
て
い

る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
不
圧
地
下
水
の
流
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
品
川
駅
※
付
近
の
開
削

ト
ン
ネ
ル
と
は
交
差
す
る
が
、
帯
水
層
と
な
っ
て
い
る
東
京
層
群
礫
質
土
層
（

T
o
g
）
及
び

砂
質
土
層
（

T
o
s
2
）
は
、
泉
岳
寺
駅
付
近
か
ら
北
品
川
駅
付
近
の
南
北
方
向
に
広
く
分
布

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
品
川
駅
※
の
開
削
工
事
範
囲
を
回
り
込
ん
で
台
地
側
か
ら
海
側
へ

流
動
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。

 

ま
た
、
品
川
駅
※
の
東
側
の
地
下
水
位
は
、
近
傍
の
海
洋
の
潮
位
の
変
化
の
影
響
も
受
け

て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
。

 

こ
の
た
め
、
新
設
構
造
物
に
よ
る
地
下
水
へ
の
影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

さ
ら
に
、
開
削
ト
ン
ネ
ル
を
遮
水
性
の
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で
構
築
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ト
ン
ネ
ル
内
へ
の
地
下
水
の
湧
出
が
抑
制
さ
れ
る
た
め
、
地
下
水
の
水
位
に
与
え
る

影
響
は
小
さ
い
。

 

な
お
、
品
川
駅
※
と
同
様
に
遮
水
性
の
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で
構
築
し
、
地
質
等
が
類

似
す
る
南
北
線
目
黒
駅
の
地
下
鉄
工
事
に
お
い
て
、
工
事
の
完
了
後
に
地
下
水
へ
の
影
響

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

 

そ
の
た
め
、
品
川
駅
※
に
お
け
る
開
削
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
周
辺
の
地
下
水
の
水
位
及
び

流
況
に
与
え
る
影
響
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
予
測
す
る
。

 

注
）
※
駅
名
は
仮
称
で
あ
る
。

 

 

表
1
(
7
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

予
測
・
評
価
項
目

 
評
価
の
結
論

 

水
循
環

 

イ
 
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
区
間

 

シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
は
、
国
道
１
号
～
白
金
換
気
室
に
か
け
て
、
難
透
水
層
で
あ
る
上

総
層
群
粘
性
土
・
シ
ル
ト
層
（

K
a
c
）
を
通
過
す
る
こ
と
か
ら
、
帯
水
層
中
の
地
下
水
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

品
川
駅
※
～
国
道
１
号
に
か
け
て
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
が
位
置
す
る
帯
水
層
と
な
っ
て

い
る
東
京
層
群
礫
質
土
層
（

T
o
g
）
及
び
砂
質
土
層
（

T
o
s
2
）
は
、
事
業
区
間
の
周
辺
の
南

北
方
向
、
東
西
方
向
に
広
域
に
分
布
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

既
往
地
質
調
査
か
ら
も
、
泉
岳
寺
駅
付
近
か
ら
北
品
川
駅
付
近
の
南
北
方
向
、
品
川
駅
※

の
東
側
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

ま
た
、
帯
水
層
中
の
地
下
水
位
は
、
概
ね
地
形
に
沿
っ
て
西
側
の
台
地
側
が
高
く
、
東

側
の
品
川
駅
※
付
近
の
低
地
に
向
け
て
低
く
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の
流
れ
は

不
圧
地
下
水
の
流
れ
の
主
な
方
向
と
同
様
に
、
台
地
側
か
ら
品
川
駅
※
付
近
の
低
地
側
に

流
動
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

 

さ
ら
に
、
品
川
駅
※
付
近
の
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
は
地
下
水
の
流
れ
の
主
な
方
向
と
同

様
に
、
台
地
側
か
ら
品
川
駅
※
付
近
の
低
地
側
に
向
か
っ
て
位
置
し
て
い
る
。

 

こ
の
た
め
、
工
事
に
よ
る
地
下
水
へ
の
影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

ま
た
、
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
は
遮
水
性
の
高
い
ト
ン
ネ
ル
構
造
物
で
あ
る
た
め
、
ト
ン

ネ
ル
内
へ
の
地
下
水
湧
出
が
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
下
水

の
水
位
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
。

 

そ
の
た
め
、
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
周
辺
の
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
与
え
る

影
響
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
予
測
す
る
。

 

 

ウ
 
白
金
換
気
室

 

開
削
ト
ン
ネ
ル
が
位
置
す
る
帯
水
層
の
東
京
層
群
礫
質
土
層
（

T
o
g
）
及
び
砂
質
土
層

（
T
o
s
1
）
は
、
事
業
区
間
の
周
辺
に
広
域
に
分
布
し
て
お
り
、
地
下
水
は
広
く
流
動
し
て

い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
新
た
に
設
置
す
る
構
造
物
は
、
既
設
構
造
物
に
隣
接
し
て

設
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
新
た
に
帯
水
層
を
改
変
す
る
範
囲
は
局
所
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
設
構
造
物
に
よ
る
地
下
水
へ
の
影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

さ
ら
に
、
開
削
ト
ン
ネ
ル
を
遮
水
性
の
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で
構
築
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ト
ン
ネ
ル
内
へ
の
地
下
水
の
湧
出
が
抑
制
さ
れ
る
た
め
、
地
下
水
の
水
位
に
与
え
る

影
響
は
小
さ
い
。

 

そ
の
た
め
、
白
金
換
気
室
に
お
け
る
開
削
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
周
辺
の
地
下
水
の
水
位
及

び
流
況
に
与
え
る
影
響
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
予
測
す
る
。

 

 以
上
の
こ
と
か
ら
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
著
し
い
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
」
を
満
足
す
る
。

 

注
）
※
駅
名
は
仮
称
で
あ
る
。
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◉
東
京
都
告
示
第
七
百
三
十
二
号

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都
条
例
第
九

十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
都
市
高
速
鉄
道
第
八
号
線
豊
洲
～
住
吉
間
建
設
事
業
に

つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
書
及
び
そ
の
概
要
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、

条
例
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
六
月
十
七
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一
　
事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地㈠
　
事
業
者

東
京
地
下
鉄
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
山
村
　
明
義

台
東
区
東
上
野
三
丁
目
十
九
番
六
号

㈡
　
環
境
影
響
評
価
の
実
施
者
（
都
市
計
画
を
定
め
る
者
）

東
京
都

東
京
都
知
事
　
小
池
　
百
合
子

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

二
　
対
象
事
業
の
名
称
及
び
種
類

都
市
高
速
鉄
道
第
八
号
線
豊
洲
～
住
吉
間
建
設
事
業

鉄
道
の
建
設

三
　
対
象
事
業
の
内
容
の
概
略

対
象
事
業
は
、
都
市
高
速
鉄
道
第
八
号
線
（
東
京
メ
ト
ロ
有
楽

町
線
）
と
し
て
、
現
在
供
用
さ
れ
て
い
る
豊
洲
駅
の
江
東
区
豊
洲

三
丁
目
か
ら
、
住
吉
駅
の
江
東
区
住
吉
二
丁
目
ま
で
の
延
長
約

五
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
内
、
ト
ン
ネ
ル
建
設
区
間
約
四
・
八
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
豊
洲
駅
改
良
区
間
約
〇
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の

 

表
1
(
8
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

予
測
・
評
価
項
目

 
評
価
の
結
論

 

史
跡
・
文
化
財

 

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
（
高
輪
南
町
遺
跡
）
を
直
接
改
変
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
そ

の
地
下
を
シ
ー
ル
ド
工
法
に
よ
り
掘
進
す
る
場
合
に
は
、
港
区
教
育
委
員
会
と
協
議
し
、「
文

化
財
保
護
法
」

(
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
1
4
号

)
、
「
東
京
都
文
化
財
保
護
条
例
」

(
昭
和

5
1

年
都
条
例
第

2
5
号

)
及
び
「
港
区
埋
蔵
文
化
財
取
扱
要
綱
」

(
平
成

1
4
年
港
教
文
第

2
4
0

号
)
等
に
基
づ
き
、
必
要
な
届
出
を
行
う
等
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

国
道

1
5
号
や
目
黒
通
り
に
お
け
る
開
削
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
に
当
た
っ
て
は
、
引
き
続
き
、

高
輪
築
堤
跡
に
関
わ
る
品
川
駅
※
周
辺
の
埋
蔵
文
化
財
の
最
新
情
報
を
収
集
し
、
調
査
状
況

な
ど
の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、
あ
ら
か
じ
め
事
前
調
査
の
有
無
や
方
法
等
に
つ
い
て
港
区
教

育
委
員
会
と
早
期
に
十
分
な
協
議
を
行
い
、
必
要
な
調
査
等
を
実
施
す
る
。
新
た
な
埋
蔵
文

化
財
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
保
存
方
法
等
に
つ
い
て
港
区
教
育
委
員
会
と
協
議
の
上
、

「
文
化
財
保
護
法
」
等
の
法
令
に
基
づ
き
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
文
化
財
に
及
ぼ
す
影
響
は
小
さ
く
、
評
価
の

指
標
で
あ
る
「
文
化
財
等
の
保
存
及
び
管
理
に
支
障
が
生
じ
な
い
こ
と
」
を
満
足
す
る
。

 

廃
棄
物

 

既
存
建
造
物
の
撤
去
及
び
建
設
工
事
に
伴
い
発
生
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
、
鉄
骨
・
鉄
筋
等
及
び
建
設
発
生
土
に
つ
い
て
は
、
再
資
源
化
率
等

の
予
測
を

9
9
％
、
建
設
泥
土
に
つ
い
て
は
再
資
源
化
率
の
予
測
を

9
8
％
と
す
る
こ
と
か
ら
、

「
東
京
都
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
計
画
」
（
令
和
４
年
４
月

 
東
京
都
）
に
定
め
る
東
京
都

関
連
工
事
の
達
成
基
準
値
を
達
成
す
る
。

 

建
設
混
合
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
「
東
京
都
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
計
画
」
に
定
め
る
東

京
都
関
連
工
事
の
達
成
基
準
値
を
達
成
す
る
よ
う
発
生
抑
制
に
努
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法

令
を
遵
守
し
、
適
正
に
処
理
す
る
。

 

ま
た
、
再
資
源
化
等
が
困
難
な
建
設
廃
棄
物
及
び
建
設
発
生
土
に
つ
い
て
、
関
係
法
令
を

遵
守
し
、
適
正
に
処
理
す
る
。

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
『
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
、

「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
」
、
「
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
、

「
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
」
、
「
東
京
都
廃
棄
物
条
例
」
、

「
港
区
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用
に
関
す
る
条
例
」
、
「
品
川
区
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び

再
利
用
に
関
す
る
条
例
」
、
「
東
京
都
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
計
画
」
及
び
「
東
京
都
建
設

リ
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
定
め
る
事
業
者
の
責
務
』
を
満
足
す
る
。

 

注
）
※
駅
名
は
仮
称
で
あ
る
。
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区
間
に
都
市
高
速
鉄
道
を
建
設
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
　
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論
の
概
要

事
業
者
は
、
騒
音
・
振
動
、
土
壌
汚
染
、
地
盤
、
水
循
環
、
史

跡
・
文
化
財
及
び
廃
棄
物
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
論
は

別
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

五
　
評
価
書
の
縦
覧

㈠
　
期
間

令
和
六
年
六
月
十
七
日
か
ら
同
年
七
月
一
日
ま
で
。
た
だ
し
、

日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。

㈡
　
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈢
　
場
所

ア
　
江
東
区
環
境
清
掃
部
温
暖
化
対
策
課

江
東
区
東
陽
四
丁
目
十
一
番
二
十
八
号

イ
　
東
京
都
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号
　
東
京
都
庁
第
二
本
庁

舎
十
九
階

ウ
　
東
京
都
多
摩
環
境
事
務
所
管
理
課

立
川
市
錦
町
四
丁
目
六
番
三
号
　
東
京
都
立
川
合
同
庁
舎

三
階

    
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

地
域
の
概
況
並
び
に
対
象
事
業
に
お
け
る
行
為
及
び
要
因
を
考
慮
し
、
選
定
し
た
予
測
・
評
価
項
目

に
つ
い
て
現
況
調
査
を
実
施
し
、
対
象
事
業
の
実
施
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
予
測
・
評
価
を

行
っ
た
。

 

環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論
は
、
表

1
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

 

表
1
(
1
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

予
測
・
評
価
 

項
目
 

評
価
の
結
論

 

騒
音

 

・
 

振
動

 

(
1
)
 
工
事
の
施
行
中

 

ア
 
建
設
機
械
の
稼
働
に
伴
う
建
設
作
業
騒
音

 

建
設
機
械
の
稼
働
に
伴
う
建
設
作
業
騒
音
の
敷
地
境
界
上
の
予
測
地
点
に
お
け
る
予
測
結
果

は
、
建
設
機
械
を
敷
地
境
界
に
近
接
し
て
配
置
し
た
場
合
（
敷
地
境
界
か
ら

2
.
5
ｍ
）
で
は

7
1
～

8
4
d
B
、
建
設
機
械
を
道
路
中
央
付
近
に
配
置
し
た
場
合
（
敷
地
境
界
か
ら

1
0
ｍ
）
で
は

6
8
～

8
2
d
B

で
あ
り
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
騒
音
規
制
法
」（
昭
和

4
3
年
法
律
第

9
8
号
）
に
基
づ
く
規
制
基

準
又
は
「
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
」
（
平
成

1
2
年
都
条
例
第

2
1
5

号
）（
以
下
「
環
境
確
保
条
例
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
勧
告
基
準
（

8
5
d
B
又
は

8
0
d
B
）
と
同
等
又

は
下
回
っ
て
お
り
、
評
価
の
指
標
を
満
足
す
る
。

 

 

イ
 
建
設
機
械
の
稼
働
に
伴
う
建
設
作
業
振
動

 

建
設
機
械
の
稼
働
に
伴
う
建
設
作
業
振
動
の
敷
地
境
界
上
の
予
測
地
点
に
お
け
る
予
測
結
果

は
、
建
設
機
械
を
敷
地
境
界
に
近
接
し
て
配
置
し
た
場
合
（
敷
地
境
界
か
ら

2
.
5
ｍ
）
で
は

5
5
～

7
0
d
B
、
建
設
機
械
を
道
路
中
央
付
近
に
配
置
し
た
場
合
（
敷
地
境
界
か
ら

1
0
ｍ
）
で
は

4
5
～

6
1
d
B

で
あ
り
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
振
動
規
制
法
」（
昭
和

5
1
年
法
律
第

6
4
号
）
に
基
づ
く
規
制
基

準
又
は
「
環
境
確
保
条
例
」
に
基
づ
く
勧
告
基
準
（

7
5
d
B
又
は

7
0
d
B
）
と
同
等
又
は
下
回
っ
て
お

り
、
評
価
の
指
標
を
満
足
す
る
。

 

 

(
2
)
 
工
事
の
完
了
後

 

ア
 
列
車
の
走
行
に
伴
う
鉄
道
振
動

 

列
車
の
走
行
に
伴
う
鉄
道
振
動
の
敷
地
境
界
上
の
予
測
地
点
に
お
け
る
予
測
結
果
は
、

4
4
d
B
～

5
0
d
B
で
あ
り
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
環
境
保
全
上
緊
急
を
要
す
る
新
幹
線
鉄
道
振
動
対
策
に
つ

い
て
（
勧
告
）
」（
昭
和

5
1
年
３
月

 
環
大
特

3
2
号
）
の
勧
告
基
準
（

7
0
d
B
）
を
下
回
っ
て
お
り
、

評
価
の
指
標
を
満
足
す
る
。

 

土
壌
汚
染

 

本
事
業
の
開
削
工
事
に
よ
り
土
地
の
改
変
を
行
う
範
囲
の
一
部
の
土
地
に
お
い
て
、
現
時
点
で

は
、
事
業
用
地
未
取
得
の
た
め
、
こ
れ
以
上
の
確
認
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
土
壌
汚
染
の
お
そ
れ
が
否
定
で
き
な
い
。

 

そ
の
た
め
、
工
事
の
施
行
に
先
立
ち
、
「
土
壌
汚
染
対
策
法
」
（
平
成

1
4
年
法
律
第

5
3
号
）
第

４
条
及
び
「
環
境
確
保
条
例
」
第

1
1
7
条
に
基
づ
く
手
続
及
び
調
査
を
行
う
。
そ
の
結
果
、
土
壌

汚
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
同
法
第

1
2
条
、
第

1
6
条
及
び
「
東
京
都
土
壌
汚
染
対
策
指
針
」

に
基
づ
く
手
続
を
行
い
、
拡
散
防
止
対
策
を
実
施
す
る
。

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
新
た
な
地
域
に
土
壌
汚
染
を
拡
散
さ
せ
な
い
こ
と
」

を
満
足
す
る
。

 

別
記
（
原
文
の
ま
ま
記
載
）
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表
1
(
2
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

予
測
・
評
価
 

項
目
 

評
価
の
結
論

 

地
盤

 

(
1
)
 
工
事
の
施
行
中

 

ア
 
開
削
ト
ン
ネ
ル
区
間

 

掘
削
対
象
の
地
層
の
う
ち
帯
水
層
に
分
布
す
る
不
圧
地
下
水
は
、
近
傍
の
河
川
や
水
路
に
向
け

て
流
動
、
湧
出
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
工
事
中
も
工
事
区
間
の
周
囲
を
迂
回
し

て
近
傍
の
河
川
や
水
路
に
向
け
て
流
動
、
湧
出
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の
水
位

及
び
流
況
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
と
予
測
す
る
。

 

ま
た
、
有
楽
町
層
粘
性
土
層

Y
u
c
の
下
位
に
分
布
す
る
帯
水
層
の
被
圧
地
下
水
は
、
帯
水
層
の

上
面
ま
で
地
下
連
続
壁
の
支
持
杭
を
設
け
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
地
下
水
は
杭
の
周
囲
を
迂

回
し
て
流
動
す
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
与
え
る
影
響
は
小
さ

い
と
予
測
す
る
。

 

施
工
方
法
と
し
て
は
、
掘
削
側
面
に
遮
水
性
の
高
い
土
留
め
杭
を
設
置
し
、
掘
削
底
面
も
必
要

に
応
じ
て
止
水
の
た
め
の
地
盤
改
良
等
の
補
助
工
法
を
採
用
す
る
計
画
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
掘
削

面
へ
の
地
下
水
湧
出
が
抑
制
さ
れ
、
地
下
水
の
水
位
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
地
盤
沈
下
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
予
測
す
る
。
ま
た
、
地
盤
の
掘
削
状
況
に
応
じ
て
、
切

梁
・
腹
起
し
等
の
支
保
工
を
設
置
し
、
水
平
方
向
の
地
盤
変
形
を
抑
え
る
た
め
、
地
盤
の
変
形
は

ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
予
測
す
る
。

 

さ
ら
に
、
工
事
の
施
行
中
に
地
下
水
位
観
測
・
地
盤
変
位
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
適

切
な
施
工
管
理
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

 

そ
の
た
め
、
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
へ
の
影
響
の
変
化
に
よ
る
地
盤
沈
下
、
地
盤
の
変
形
は

ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
予
測
す
る
。

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
地
盤
沈
下
又
は
地
盤
の
変
形
に
よ
り
周
辺
の
建
築

物
等
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
」
を
満
足
す
る
。

 

 

イ
 
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
区
間

 

ト
ン
ネ
ル
区
間
の
ほ
と
ん
ど
が
難
透
水
性
の
地
層
を
通
過
す
る
た
め
、
地
下
水
の
流
動
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
、
ト
ン
ネ
ル
構
造
物
に
よ
る
地
下
水
流
動
阻
害
は
発
生
し
な
い
と
予
測
す

る
。
住
吉
駅
付
近
で
は
、
帯
水
層
の
上
部
を
掘
進
す
る
が
、
地
下
水
は
ト
ン
ネ
ル
構
造
物
の
下
部

を
迂
回
し
て
流
動
す
る
と
推
定
さ
れ
る
た
め
、
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
与
え
る
影
響
は
小
さ

い
と
予
測
す
る
。

 

ま
た
、
剛
性
及
び
遮
水
性
の
高
い
ト
ン
ネ
ル
構
造
物
を
順
次
構
築
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
地
盤

の
変
形
及
び
地
下
水
の
水
位
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
と
予
測
す
る
。

 

さ
ら
に
、
工
事
の
施
行
中
に
地
下
水
位
観
測
・
地
盤
変
位
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
適

切
な
施
工
管
理
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

 

そ
の
た
め
、
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
へ
の
影
響
の
変
化
に
よ
る
地
盤
沈
下
、
地
盤
の
変
形
は

ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
予
測
す
る
。

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
地
盤
沈
下
又
は
地
盤
の
変
形
に
よ
り
周
辺
の
建
築

物
等
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
」
を
満
足
す
る
。

 

 

 

 
 

  

表
1
(
3
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

予
測
・
評
価
 

項
目
 

評
価
の
結
論

 

地
盤

 

(
2
)
 
工
事
の
完
了
後

 

ア
 
開
削
ト
ン
ネ
ル
区
間

 

地
下
構
造
物
の
存
在
す
る
地
層
の
う
ち
帯
水
層
に
分
布
す
る
不
圧
地
下
水
は
、
地
下
構
造
物
の

周
囲
を
迂
回
し
て
近
傍
の
河
川
や
水
路
に
向
け
て
流
動
、
湧
出
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

そ
の
下
層
の
被
圧
地
下
水
に
つ
い
て
は
、
帯
水
層
の
上
面
ま
で
地
下
連
続
壁
の
支
持
杭
を
設
け
る

可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
地
下
水
は
杭
の
周
囲
を
迂
回
し
て
流
動
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、

地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
と
予
測
す
る
。

 

ま
た
、
地
下
構
造
物
を
遮
水
性
の
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
に
よ
り
構
築
す
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル

内
へ
の
地
下
水
湧
出
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の
水
位
に
与

え
る
影
響
は
小
さ
い
と
予
測
す
る
。

 

そ
の
た
め
、
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
与
え
る
影
響
の
変
化
に
よ
る
地
盤
沈
下
は
ほ
と
ん
ど

発
生
し
な
い
と
予
測
す
る
。

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
地
盤
沈
下
に
よ
り
周
辺
の
建
築
物
等
に
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
こ
と
」
を
満
足
す
る
。

 

 

イ
 
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
区
間

 

ト
ン
ネ
ル
区
間
の
ほ
と
ん
ど
が
難
透
水
性
の
地
層
を
通
過
す
る
た
め
、
地
下
水
の
流
動
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
、
ト
ン
ネ
ル
構
造
物
に
よ
る
地
下
水
流
動
阻
害
は
発
生
し
な
い
と
予
測
す

る
。
住
吉
駅
付
近
で
は
、
帯
水
層
の
上
部
に
重
な
る
が
、
地
下
水
は
ト
ン
ネ
ル
構
造
物
の
下
部
を

迂
回
し
て
流
動
す
る
と
推
定
さ
れ
る
た
め
、
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い

と
予
測
す
る
。

 

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
構
造
物
は
遮
水
構
造
と
な
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
内
へ
の
地
下
水
湧
出
は
ほ
と

ん
ど
発
生
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の
水
位
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
と
予
測

す
る
。

 

そ
の
た
め
、
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
与
え
る
影
響
の
変
化
に
よ
る
地
盤
沈
下
は
ほ
と
ん
ど

発
生
し
な
い
と
予
測
す
る
。

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
地
盤
沈
下
に
よ
り
周
辺
の
建
築
物
等
に
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
こ
と
」
を
満
足
す
る
。
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表
1
(
4
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

予
測
・
評
価
 

項
目
 

評
価
の
結
論

 

水
循
環

 

(
1
)
 
工
事
の
施
行
中

 

ア
 
開
削
ト
ン
ネ
ル
区
間

 

掘
削
対
象
の
地
層
の
う
ち
帯
水
層
に
分
布
す
る
不
圧
地
下
水
は
、
近
傍
の
河
川
や
水
路
に
向
け

て
流
動
、
湧
出
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
工
事
中
も
工
事
区
間
の
周
囲
を
迂
回
し

て
近
傍
の
河
川
や
水
路
に
向
け
て
流
動
、
湧
出
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の
水
位

及
び
流
況
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
と
予
測
す
る
。

 

ま
た
、
有
楽
町
層
粘
性
土
層

Y
u
c
の
下
位
に
分
布
す
る
帯
水
層
の
被
圧
地
下
水
は
、
帯
水
層
の

上
面
ま
で
地
下
連
続
壁
の
支
持
杭
を
設
け
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
地
下
水
は
杭
の
周
囲
を
迂

回
し
て
流
動
す
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
与
え
る
影
響
は
小
さ

い
と
予
測
す
る
。

 

施
工
方
法
と
し
て
は
、
掘
削
側
面
に
遮
水
性
の
高
い
土
留
め
杭
を
設
置
し
、
掘
削
底
面
も
必
要

に
応
じ
て
止
水
の
た
め
の
地
盤
改
良
等
の
補
助
工
法
を
採
用
す
る
計
画
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
掘
削

面
へ
の
地
下
水
湧
出
が
抑
制
さ
れ
、
地
下
水
の
水
位
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
と
予
測
す
る
。

 

さ
ら
に
、
工
事
の
施
行
中
に
地
下
水
位
観
測
・
地
盤
変
位
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
適

切
な
施
工
管
理
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
こ
と
」
を
満
足
す
る
。

 

 

イ
 
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
区
間

 

ト
ン
ネ
ル
区
間
の
ほ
と
ん
ど
が
難
透
水
性
の
地
層
を
通
過
す
る
た
め
、
地
下
水
の
流
動
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
、
ト
ン
ネ
ル
構
造
物
に
よ
る
地
下
水
流
動
阻
害
は
発
生
し
な
い
と
予
測
す

る
。
住
吉
駅
付
近
で
は
、
帯
水
層
の
上
部
を
掘
進
す
る
が
、
地
下
水
は
ト
ン
ネ
ル
構
造
物
の
下
部

を
迂
回
し
て
流
動
す
る
と
推
定
さ
れ
る
た
め
、
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
与
え
る
影
響
は
小
さ

い
と
予
測
す
る
。

 

ま
た
、
遮
水
性
の
高
い
ト
ン
ネ
ル
構
造
物
を
順
次
構
築
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の
水
位

に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
と
予
測
す
る
。

 

さ
ら
に
、
工
事
の
施
行
中
に
地
下
水
位
観
測
・
地
盤
変
位
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
適

切
な
施
工
管
理
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
こ
と
」
を
満
足
す
る
。

 

 
 

  

表
1
(
5
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

予
測
・
評
価
 

項
目
 

評
価
の
結
論

 

水
循
環

 

(
2
)
 
工
事
の
完
了
後

 

ア
 
開
削
ト
ン
ネ
ル
区
間

 

地
下
構
造
物
の
存
在
す
る
地
層
の
う
ち
帯
水
層
に
分
布
す
る
不
圧
地
下
水
は
、
地
下
構
造
物
の

周
囲
を
迂
回
し
て
近
傍
の
河
川
や
水
路
に
向
け
て
流
動
、
湧
出
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

そ
の
下
層
の
被
圧
地
下
水
に
つ
い
て
は
、
帯
水
層
の
上
面
ま
で
地
下
連
続
壁
の
支
持
杭
を
設
け
る

可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
地
下
水
は
杭
の
周
囲
を
迂
回
し
て
流
動
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、

地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
と
予
測
す
る
。

 

ま
た
、
地
下
構
造
物
を
遮
水
性
の
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
に
よ
り
構
築
す
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル

内
へ
の
地
下
水
湧
出
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の
水
位
に
与

え
る
影
響
は
小
さ
い
と
予
測
す
る
。

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
こ
と
」
を
満
足
す
る
。

 

 

イ
 
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
区
間

 

ト
ン
ネ
ル
区
間
の
ほ
と
ん
ど
が
難
透
水
性
の
地
層
を
通
過
す
る
た
め
、
地
下
水
の
流
動
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
、
ト
ン
ネ
ル
構
造
物
に
よ
る
地
下
水
流
動
阻
害
は
発
生
し
な
い
と
予
測
す

る
。
住
吉
駅
付
近
で
は
、
帯
水
層
の
上
部
に
重
な
る
が
、
地
下
水
は
ト
ン
ネ
ル
構
造
物
の
下
部
を

迂
回
し
て
流
動
す
る
と
推
定
さ
れ
る
た
め
、
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い

と
予
測
す
る
。

 

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
構
造
物
は
遮
水
構
造
と
な
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
内
へ
の
地
下
水
湧
出
は
ほ
と

ん
ど
発
生
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の
水
位
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
と
予
測

す
る
。

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
こ
と
」
を
満
足
す
る
。

 

史
跡

 

・
 

文
化
財

 

事
業
の
実
施
に
よ
り
、
周
知
の
区
登
録
の
文
化
財
を
直
接
改
変
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

掘
削
工
事
等
で
埋
蔵
文
化
財
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
「
文
化
財
保
護
法
」
（
昭
和

2
5

年
法
律
第

2
1
4
号
）
等
に
基
づ
き
、
あ
ら
か
じ
め
関
係
機
関
と
協
議
し
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

ま
た
、
新
た
に
埋
蔵
文
化
財
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、「
文
化
財
保
護
法
」
等
に
基
づ
き
遅
滞

な
く
関
係
機
関
と
協
議
し
、
適
切
に
対
応
す
る
。

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
「
文
化
財
等
の
保
存
及
び
管
理
に
支
障
が
生
じ
な
い

こ
と
」
を
満
足
す
る
。
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◉
東
京
都
告
示
第
七
百
三
十
三
号

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都
条
例
第
九

十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
都
営
狛
江
団
地
建
替
事
業
に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
調

査
計
画
書
（
以
下
「
調
査
計
画
書
」
と
い
う
。
）
の
提
出
が
あ
っ
た

の
で
、
条
例
第
四
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。

令
和
六
年
六
月
十
七
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一
　
事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
東
京
都

東
京
都
知
事
　
小
池
　
百
合
子

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

二
　
対
象
事
業
の
名
称
及
び
種
類

都
営
狛
江
団
地
建
替
事
業

住
宅
団
地
の
設
置

三
　
対
象
事
業
の
内
容
の
概
略

対
象
事
業
は
、
都
営
狛
江
団
地
（
四
か
ら
五
階
建
て
）
の
既
存

住
宅
を
除
却
し
た
用
地
に
、
新
た
に
五
か
ら
八
階
建
て
の
中
高
層

住
宅
に
建
替
え
、
併
せ
て
計
画
戸
数
の
約
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の

自
動
車
駐
車
場
の
設
置
な
ど
の
居
住
環
境
の
整
備
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

四
　
周
知
地
域
の
範
囲

狛
江
市

和
泉
本
町
一
丁
目
、
和
泉
本
町
二
丁
目
、
和
泉
本
町

三
丁
目
、
和
泉
本
町
四
丁
目
、
中
和
泉
二
丁
目
、
中

和
泉
三
丁
目
、
中
和
泉
四
丁
目
、
中
和
泉
五
丁
目
、

西
野
川
一
丁
目
、
西
野
川
二
丁
目
、
西
野
川
三
丁
目
、

  

表
1
(
6
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

予
測
・
評
価
 

項
目
 

評
価
の
結
論

 

廃
棄
物

 

既
存
建
造
物
の
撤
去
及
び
建
設
工
事
に
伴
い
発
生
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
、
鉄
骨
・
鉄
筋
等
及
び
建
設
発
生
土
に
つ
い
て
は
、
再
資
源
化
率
等
の
予
測
を

9
9
%
、
建
設
泥
土
に
つ
い
て
は
再
資
源
化
率
の
予
測
を

9
8
%
と
す
る
こ
と
か
ら
、「
東
京
都
建
設
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
計
画
」（
令
和
４
年
４
月

 
東
京
都
）
に
定
め
る
東
京
都
関
連
工
事
の
達
成
基
準
値
を

達
成
す
る
。

 

建
設
混
合
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、「
東
京
都
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
計
画
」
に
定
め
る
東
京
都
関

連
工
事
の
達
成
基
準
値
を
達
成
す
る
よ
う
発
生
抑
制
に
努
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
令
を
遵
守
し
、

適
正
に
処
理
す
る
。

 

ま
た
、
再
資
源
化
等
が
困
難
な
建
設
廃
棄
物
及
び
建
設
発
生
土
に
つ
い
て
、
関
係
法
令
を
遵
守

し
、
適
正
に
処
理
す
る
。

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
評
価
の
指
標
で
あ
る
『
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
、「
循

環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
」
、
「
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
、
「
建
設
工
事
に

係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
」
、
「
東
京
都
廃
棄
物
条
例
」
、
「
江
東
区
清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
条
例
」
、
「
東
京
都
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
計
画
」
及
び
「
東
京
都
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
に
定
め
る
事
業
者
の
責
務
』
を
満
足
す
る
。
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第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
六
月
十
七
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一
　
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
　
別
図
の
と
お
り
（
大
田
区
羽
田
四

丁
目
地
内
）

二
　
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準

に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類
　
六
価
ク
ロ
ム
化
合

物
、
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
、
砒ひ

素
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
ふ
っ

素
及
び
そ
の
化
合
物

三
　
規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有

害
物
質
の
種
類
　
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
ふ
っ
素
及
び
そ
の

化
合
物

持
参
、
郵
送
又
は
東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ
ス
に

よ
り
提
供
さ
れ
る
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
電
子
申
請
サ

ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）

㈡
　
記
載
事
項

ア
　
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
、
名

称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
東
京
都
の
区
域
内
に
存
す
る
事
務

所
又
は
事
業
所
の
所
在
地
）

イ
　
対
象
事
業
の
名
称

ウ
　
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見

㈢
　
期
限

令
和
六
年
七
月
八
日

㈣
　
提
出
先

ア
　
持
参
又
は
郵
送

東
京
都
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課

郵
便
番
号
一
六
三
―
八
〇
〇
一
　
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目

八
番
一
号

イ
　
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

入
力
先
は
、
東
京
都
環
境
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

https://w
w
w
.kankyo.m

etro.tokyo.lg.jp/

assessm
ent/reading_guide/

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
三
十
四
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お

り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い

う
。
）
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

西
野
川
四
丁
目
及
び
西
和
泉
一
丁
目
の
区
域

調
布
市

国
領
町
四
丁
目
、
国
領
町
七
丁
目
、
国
領
町
八
丁
目
、

菊
野
台
二
丁
目
、
菊
野
台
三
丁
目
及
び
染
地
三
丁
目

の
区
域

五
　
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
項
目

事
業
者
は
、
対
象
事
業
の
内
容
と
対
象
事
業
の
事
業
地
周
辺
の

地
域
概
況
を
考
慮
し
た
結
果
、
大
気
汚
染
、
騒
音
・
振
動
、
土
壌

汚
染
、
日
影
、
電
波
障
害
、
景
観
、
史
跡
・
文
化
財
、
自
然
と
の

触
れ
合
い
活
動
の
場
、
廃
棄
物
及
び
温
室
効
果
ガ
ス
を
調
査
、
予

測
及
び
評
価
項
目
と
し
て
選
定
し
て
い
る
。

六
　
調
査
計
画
書
の
縦
覧

㈠
　
期
間

令
和
六
年
六
月
十
七
日
か
ら
同
月
二
十
六
日
ま
で
。
た
だ
し
、

日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。

㈡
　
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈢
　
場
所

ア
　
狛
江
市
環
境
部
環
境
政
策
課

狛
江
市
和
泉
本
町
一
丁
目
一
番
五
号

イ
　
調
布
市
環
境
部
環
境
政
策
課

調
布
市
小
島
町
二
丁
目
三
十
五
番
地
一

ウ
　
東
京
都
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号
　
東
京
都
庁
第
二
本
庁

舎
十
九
階

エ
　
東
京
都
多
摩
環
境
事
務
所
管
理
課

立
川
市
錦
町
四
丁
目
六
番
三
号
　
東
京
都
立
川
合
同
庁
舎

三
階

七
　
都
民
の
意
見
書
の
提
出

㈠
　
提
出
方
法
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◉
東
京
都
告
示
第
七
百
三
十
五
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お

り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い

う
。
）
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
六
月
十
七
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一
　
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
　
別
図
の
と
お
り
（
北
区
志
茂
一
丁

目
地
内
）

二
　
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有

害
物
質
の
種
類
　
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
砒ひ

素
及
び
そ
の
化

合
物
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◉
東
京
都
告
示
第
七
百
三
十
六
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
七
年
東
京
都
告
示
第
千
八
百
三

十
号
、
令
和
四
年
東
京
都
告
示
第
千
百
六
十
七
号
、
同
年
東
京
都
告

示
第
千
五
百
八
十
五
号
、
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
五
十
号
及
び
同

年
東
京
都
告
示
第
百
九
十
三
号
に
よ
り
指
定
し
た
区
域
の
一
部
並
び

に
令
和
五
年
東
京
都
告
示
第
八
百
六
十
五
号
に
よ
り
指
定
し
た
区
域

の
全
部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
六
月
十
七
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一
　
指
定
を
解
除
す
る
区
域
　
別
図
の
と
お
り
（
江
東
区
新
砂
二
丁

目
地
内
）

二
　
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準

に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類
　
六
価
ク
ロ
ム

化
合
物
並
び
に
鉛
及
び
そ
の
化
合
物

三
　
規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特

定
有
害
物
質
の
種
類
　
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
　

四
　
講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
　
土
壌
汚
染
の
除
去
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◉
東
京
都
告
示
第
七
百
三
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
六
月
十
七
日
か
ら
起
算
し
て
二
週

間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
六
月
十
七
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

路
線
名

世
田
谷
三
鷹

二

変
更
の
区
間

三
鷹
市
北
野
三
丁
目
三
百
二
十
三
番
一
地
先
か

ら
同
市
北
野
一
丁
目
三
百
七
十
四
番
一
地
先
ま

で

三

変
更
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り
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別
 
図三

鷹
市
北
野
三
丁
目
　
北
野
一
丁
目

都
　
　
道

編
入
区
域

延
長
　
　
　
一
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及
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番
九
か
ら
同
番
十

一
ま
で

武
蔵
野
市
境
二
丁
目
二
番
二
号

株
式
会
社
飯
田
産
業

　
代
表
取
締
役
　
築
地
　
重
彦

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
三
十
八
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
指
定
公
金
事
務

取
扱
者
に
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
六
月
十
七
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一
　
指
定
公
金
事
務
取
扱
者
の
名
称
及
び
所
在
地

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会

新
宿
区
歌
舞
伎
町
二
丁
目
四
十
四
番
一
号

二
　
指
定
公
金
事
務
取
扱
者
に
委
託
し
た
公
金
事
務
に
係
る
歳
入
又

は
歳
出
の
内
容

東
京
都
立
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
百
七

号
）
第
十
九
条
に
規
定
す
る
都
立
公
園
の
有
料
施
設
の
使
用
に
係

る
使
用
料
（
予
納
金
を
含
む
。
）
の
う
ち
高
井
戸
公
園
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
に
係
る
も
の
の
徴
収
及
び
支
出

三
　
指
定
日

令
和
六
年
六
月
十
五
日

四
　
委
託
日

令
和
六
年
六
月
十
五
日

公
　
　
　
告

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
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第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
六
年
六
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長
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